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				このページは検証済みです



く目前に見乍ら當時はこれらの國を武力を以て援助し得ぬ立場にあつた爲である。而してソ聯がドイツの政治的影響圈を限定してこれによりその圈外にある諸國を事實上撲滅するの權利を捻出せんとすることが明かとなつた後の獨ソ關係は、只單に各自の目的を追求する爲に續けられたに過ぎなかつたのであつてこれは凡そ理性と感情との全く許さゞるところであつた。

　ドイツは其の後數箇月を經て一九四○年には早くもクレムリンの一味こそヨーロツパを支配し、以て全歐を破壞せんと意識的に計畫する者であると認定するに至つた。余はドイツがソ聯の國境に隣接せる外に僅か數個師團の兵力を配備するに止めた當時旣にソ聯の軍事力が東部に於て前進せる事實につき槪貌を明かにしたのである。旣に當時東部に於ては前古無比の大規模なソ聯軍の前進が實行されてゐたことは盲人と雖も看過し得なかつた。然も脅威されてゐないものを防禦せんとする目的ならばせめてもましであるが、然らずして寧ろ防禦力を最早有しない樣に見えたものを攻擊せんとのみしたのである。















[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Issennen_no_rekishi_wo_tsukuran.pdf/12&oldid=145455」から取得


				
			

			
			

		
		
		  
  	
  		 
 
  		
  				最終更新: 2019年10月12日 (土) 17:09
  		
  		 
 
  	

  
	
			
			
	    言語

	    
	        

	        

	        このページに他の言語版はありません。

	    
	
	[image: Wikisource]



				 このページの最終更新日時は 2019年10月12日 (土) 17:09 です。
	コンテンツは、特に記載されていない限り、CC BY-SA 4.0のもとで利用可能です。



				プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	利用規約
	デスクトップ



			

		
			








